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○事業開始年度　平成12年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] 縮小

15,720 14,109 11,102 7,475 445 400 350 240 16,233 15,976 13,248 7,034

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

健康福祉局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 332 271 214 15,207 13,612 10,663

15,507 13,897 10,890 7,257

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

213 212 212 218 74.6% 67.8% 61.1% 93.7% 85.2% 80.5%

(0.05人) (0.05人) (0.05人) (0.05人)

評価理由

Ｃ Ｃ

【概　 要】障害者ホームヘルプサービスを利用する低所得の障害者
に対して支援措置を実施する。
【対象者】所得税非課税世帯に属する者及び生活保護受給者
【具体的な活動内容】
・障害者施策によるホームヘルプ事業においては所得に応じた費用
負担となっていたことから当該ホームヘルプサービス事業を利用し
ていた低所得の障害者であって、介護保険制度の適用を受けること
になった者等について、訪問介護等の継続的な利用促進を図るた
め、10％である利用者負担額のうち、４％を助成する。

　経過措置対象者は平成１９年度で
事業終了とする。今後は事業規模を
縮小し、制度移行措置対象者のみ継
続とする。
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